
 

 

 

 

 

 

四季折々にあじわいがある棚田。高山地区の秋祭りも終え、集落は一息ついたところ。 

祭りでは２，０００本のローソクが棚田に幻想的な世界を作りだした（１２日）。高山の個性・特徴の発

信企画に多くの人が訪れた…。 

…祭りの後の静寂。１９日は育児（イクジ）の日、これに合わせてイモ掘り体験等、棚田を舞台に企画

が展開する。今、高山が面白い。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

毎月１９日は、「育児（イクジ）の日」です。『すきっぷ』主催の芋堀体験に農のふるさと協力隊が協力

する。 

対象はゼロ歳児～…。約１００名のゲストを迎えた。栗よりもうまい高山のサツマイモ掘りを体験する。

久しぶりに可愛い歓声が棚田に沸いた。 

棚田は抜ける秋空に一点の雲もない、まさにサツマイモ掘り日和である。幼児・子どもたちは可愛いモ

ミジの手で土を掘る。あえて道具は使わないで手で掘る。土の触感も楽しい体験…少し掘るとイモの顔

が見えだす、手に力が入っているのが分かる。泥んこになっても気にしない。大きなイモを両手に、「や

ったね」ガッツポーズが決まる。あっちにもこっちにも、パパ・ママも写真撮影に興奮気味！。楽しい

歓声が漂う中、農さと隊の仲間の多芸多才な一面を披露、風船芸の特別メニューです。風船からキリン

さん・ウサギさんケンが誕生…拍手喝さい。園児・子どもたちは、サツマイモと風船（ケン・キリン・

うさぎ）を手に帰路に着く…また来てくださいね。 

 

祭りの舞台になる住吉神社参道の道譜請をする。隊員総出の道

の草刈り、２時間少々で草刈り完了。いつも使わせて戴いてい

る駐車場等、いい汗をかかせて戴く。盛大な祭りになりますよ

うにと願う。 

『育児のイモ掘り体験』に向けての試し掘りをする。春に苗を植え、見事に生育

したが…肝心の芋の入りは！心配しながらスコップを入れる。見事な芋が出てき

た。ひと安心する。後はイノシシの侵入のみ。電柵の管理を重点に。 

春にヒョウタンカボチャを植える。突然変異！か、

魚網の浮（ブイ）の形のカボチャができる。同じ蔓

なのに…受粉の失敗か、他の花粉の交配か、元々の

タネに問題有り？なぜだろう？不思議！！ 

当日は来ていません 

正常なヒョウタンカボチャ 奇形カボチャ 

 どうだ！ 


